
第 1６回（202６年度）一般社団法人 水難学会 学術総会 プログラム     

令和８年 6 月 13 日（土） 明治東洋医学院専門学校  

大阪府吹田市西御旅町 7－53 

総 会     11：15 ～   総会終了後 休憩 

 

学術講演会     13：30 ～ 1７：５0                 総合司会 田井 健太郎（群馬大学） 

 

        13：30   開会挨拶  水難学会 会長 木村 隆彦（京都・明治国際医療大学） 

 

第 1 部  13：35 ～       特 別 講 演        座長 安倍 淳（宮城・朝日海洋開発） 

１－1  13：3５ ～14：30   水上遊具の魅力、集客力そして安全対策  

加藤 政昭（愛知・株式会社 BRAVO） 

 

第２部  14：３0 ～       一般講演 １       座長 大湊 佳宏（長岡工業高等専門学校) 

2－1  14：30 ～14：45  ういてまて活動の未来を創る 

—命を守る技術の社会実装と行動変容を促す生涯学習フレームワーク構築の提案— 

安倍 淳（宮城・朝日海洋開発） 

2－２  14：45 ～15：00  近年の消防救急と「ウイテマテ」 

山下 克至（藤沢市消防局） 

2－3  15：０0 ～15：15  「ウイテマテ」体得のための教育ミュージックビデオの制作 

大森 玲弥（岡崎竜城スイミングクラブ） 

2－４  15：15 ～15：30  隠れため池について考える 

稲垣 浩之（三重県赤十字血液センター） 

     休 憩  15：30～15：40 

 

第３部  15：40 ～       一般講演 2         座長 中内 哲（熊本大学） 

3－1  15：40 ～15：55  教職課程学生の着衣泳を核とする水辺安全学習の言語化と変化 

田井 健太郎（群馬大学） 

3－2  15：55 ～16：10  中欧と東南アジアにおける水難怪異伝承の比較研究 

—水辺の「社会性」を軸とした事故防止教育の構築にむけて—     

永原 順子（大阪大学） 

3－3  16：10 ～16：25  水難事故予防における「実装科学」活用の検討 

井上 泰（千葉・製品安全コンサルタント） 

３－4  16：25 ～16：40  「サバイバルシフト」逃げる防災から生き残る防災への転換 

—浸水時生存装備の有用性と普及に向けて—             

油布 健太郎（大分・由布市消防本部） 

     休 憩  16：40～16：50 

 

第４部  16：50 ～       一般講演 ３         座長 鳥海 崇（慶応義塾大学） 

４－１  16：50 ～17：05  市民の水難救助におけるロープ選択の効果とリスク  

幸山 直史（長岡技術科学大学） 

４－2  17：05 ～17：20  海岸での水難事故調査におけるロジスティクスの重要性 

—「海カルテ調査」5事例を通じた検討—              

鈴木 直子（横浜市立みなと赤十字病院） 

４－3  17：20 ～17：35  下田市白浜海岸における水難事故と波浪・離岸流特性に関する研究 

犬飼 直之（長岡技術科学大学） 

４－4  17：35 ～17：50  鎌倉市由比ガ浜海水浴場における水難事故発生特性と海岸流動場の要因解析  

犬飼 直之（長岡技術科学大学） 

 

        17：50   閉会挨拶  水難学会 副会長 大湊 佳宏（長岡工業高等専門学校） 


